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「大切なのは“思いやり”！」技術と知識、温かな心で工事をリードする現場の要。

　各現場監督と打合せや調整を行い、周りの職人たちを的確に指揮す
る現場の要、職長。宇田公彦さんは、創業より100年以上にわたり地域
の暮らしを守ってきた株式会社山下組でその任を担っている。「私たち
山下組は総合建設業。土木・建築をトータルにこなす技術と、幅広い知
識を持っておく必要があります」と語るとおり、工程表と照らし合わせ
ながら現場の作業状況を把握し、作業員の安全確認、社員同士のコ
ミュニケーションなどを図るほか、自ら重機を操る場面もあるなど、そ
の活躍は多岐にわたる。「入社以来、ボックスカルバート工事にはじま
り、小学校の新築工事、地域を守る堤防の補修工事など、様々な事業
に携わってきました。くじけそうな場面も数え切れないほどありました
が（笑）、そんなときこそ体を動かし、目の前の仕事にがむしゃらに取り
組んできました。若手の頃は周りの先輩や現場監督に褒めてもらえる
ことも、仕事へのやる気につながっていましたね。“お前なら任せられ
る”という言葉をかけていただいたときは、本当に嬉しかったです。
職長となった今は、現場を完遂できたときの達成感がなによりの喜び。
スケールの大きな現場は、終えたときの感動も格別です」。
　職長として心がけていることの1つが、1日の最初に“今日はここま
で進める”という明確なゴールを定めて現場に周知することだ。「先の
見えない仕事と、具体的なゴールに向かって進める仕事とでは、疲れ
具合が大きく異なります。同じ目標が見えることで作業も円滑に進む

ので、その点は特に意識しています」。そうした心構えは、宇田さんが仕
事を通して気づいた本質にある。「多くの方と共に進める仕事だからこ
そ、大切なのは“思いやり”。若手からベテランまで様々な世代が働く
中で、重いものは若手が率先して運ぶなど、一人ひとりが周りを支えよ
うとする思いやりの心が、現場を進める大きな力になります。また建設
現場は、掘削の後に鉄筋が入り、その後には型枠が入るというように、
他業種との連携で進めていくもの。自分たちだけで好き放題にやって
成り立つものではありません。各職種・各分野への思いやりをもった仕
事こそが、良い結果につながるのではないでしょうか」。
　建設業を支える新たな担い手にも、思いやりのあるエールを送る。
「私も若い頃はたくさん失敗して注意を受け、たくさん恥をかいてきま
した。大切なのはそこで落ち込んだり諦めたりするのではなく、なぜ注
意されたか、なぜ怒られたかを自分自身でしっかりと突き詰めて考え
ること。ここまで成長できたのは、そうしたことの積み重ねでもありま
す。どの職種にも言えることですが、失敗しても萎縮せずに挑んでいく
人こそが大きく成長していくものです。若手の方に期待するのは
100点満点をとることより、恥をかきながらも自分で考え、果敢にトラ
イしていく姿勢。もちろん教える側の私たちも丁寧にお手本を見せ、
手厚くサポートしていきます。私自身もこの世界ではまだまだ未熟者。
初心を忘れず、これからも邁進していきたいです！」

グレートジョブ

山下 信康 氏

株式会社山下組

三重県出身

建設人材育成優良企業表彰『優秀賞』を受賞

　担い手不足が顕著な昨今、ワークライフバランス向上に取り組んできた当社においてもいっそうの
働きやすさを追求し、職場環境の改善やデータのクラウド化など様々な施策を実現しています。今後も
若手が安心して活躍できる場を作っていきたいと思います。建設業の使命は“地域を守る”こと。それ
には若手の力が不可欠です。地域と関わりを深めるとともに、より建設業の魅力を感じてもらい、地域・
業界に貢献する企業で在り続けたいと考えています。
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建設の最前線へ！
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上限規制の施行まで残りわずか！！

これからの時代に対応するためには、業務の効率化は必
須であるということを感じ、「社内のＤＸ化」をテーマに何か
ら取り組むべきかを検討しました。

IT化は業務効率をしていくためには必須です。しかしながらこれは手段にしかすぎません。「企業は
人なり」です。働く人を大切に考えていくためには、効率化と同時に、人を育て、働きやすい環境を
一緒に作っていくことも重要です。

５年遅れとされていた建設業における時間外労働の上限規制の施行まであとわず

かです。働き方改革は単に労働時間を削減することが目的ではなく、生産年齢人口

が減少し、働き手が不足する中、限られた時間の中で成果を上げるといった生産性

の向上が本当の目的なのです。とはいえ、社内の労働環境を一気に変えることはで

きません。１つ１つの取り組みを重ね、上限規制への対応を準備していきましょう！！

業務効率化への取組【第8回】

スケジュールの共有はできていますか？
業務の見える化は出来ていますか？
IT化により業務の効率化ができていますか？

きっかけ きっかけは「社内のDX化」

業務の見える化
１つの工事には、営業、現場、経理、事務サポート等のすべて
の職員がかかわるため、案件管理の見える化を検討しました。
その中で工事管理については「建て役者」（工事管理システム
「建て役者」｜株式会社システムサポート(tateyakusha.jp)）
という工事管理システムを導入し、今まで紙ベースであった

勤怠管理ツールの活用
本店と支店とが分かれていることから、どうしても支店の
残業の状況については１ケ月集計してからしか話ができませ
んでした。なぜ、その残業が必要なのか？どのような内容なの
か？というのは１ケ月後ではリアル感もなくなり、また本人も
思い出すことはできません。そのため、勤怠管理アプリを導
入し、本社にいても支店の時間の記録を都度確認できるた
め、残業の原因、その月々の仕事量も把握することができる
ようになりました。

今後の課題
日々の業務においてのIT化が進み業務の効率化が出来

てきました。今後はその業務の生産性を踏まえて人事評価へ
の連動を図っていく必要があります。しかしながら、IT化が進
むことで作業効率の評価はできていきますが、働く人たちの
評価はそれだけでいいのか？ということを検討する必要があ
ります。会社への貢献度は業務内容だけではなく、チームとし
て助け合う力、後輩を指導育成していく力、これからの会社を
盛り上げていく力等数字で測れない部分もたくさんありま
す。そうした部分とIT化をうまく組み合わせていくことが今後
の課題となりそうです。

働き方改革への最終チェック

チェック項目

社会保険労務士法人
アスミル
特定社会保険労務士

櫻井 好美

Profile

まとめ

株式会社 千人
宮崎県 都城市
住宅事業、土木・建築工事、
エネルギー事業
15名

：
：
：

：

会 社 名
所 在 地
業 種

従業員数

事例紹介
協力会社

取組事例

2019年４月から労働時間の客観
的把握が法律的に義務づけられま
した。これは労働者の健康確保措
置を適切に実施するため、どのよう
な時間帯にどの程度の時間の労働
をしているかをできる限り客観的な
方法で記録をしなくてはいけない
ということなのです。客観的に把握
する方法として、タイムカード、PC等
の使用時間（ログインからログアウ
トまでの時間）の記録、事業主の現
認等の客観的な記録の方法が挙
げられます。一定の場所で勤務の場合は、タイムカードで把握できますが、建設業の場合、異なる現場で業務をすること、また労働時間削減の
ために現場からの直行直帰を推進するのであれば、スマホを利用した勤怠アプリの活用も効果的です。また技能労働者の場合は、建設キャリ
アアップシステム（CCUS）により入退場管理をしているケースもあるかと思います。これは現場の入退場に関しては問題ありませんが、もし、
事務所に戻ってからの仕事がある場合は、この時間は労働時間となりますので、別の時間管理が必要です。

■勤怠管理のツール

働き方改革が始まり、業務効率化のためにITツールを導入している企業が増えました。しかしITツールの導入が目的になってしまい、本来
の目的を見失っているケースが多いように思えます。ITツールの活用は手段にしかすぎません。まずは何のためにやるのかという目的を考え、
その上で、適正なツールを検討していきましょう。また、ツールもどんどん進化していきます。１つ決めたらそれが絶対ではありませんので、常に
検討していくことも必要です。未だ「ＩＴは苦手」「そういうことは若い人に任せておけばいい」といった感覚の方がいますが、ＩＴツールの活用は
社員全員が使わなくては、意味はありません。働き方改革の目的を再度振り返り、自社にあった効率化の手段を考えていきましょう。

■目的と手段

CLOUZA

勤怠システム一覧

モバイル利用
（打刻、申請承認）

有給管理機能

申請・承認機能

コスト
（月額ランニング）

KING OF TIME ジョブカン Focus U
タイムレコーダー

30名まで：3,000円
以降利用人数により
金額設定あり

30名まで：無料
31名以上：100円/人

（オプション）

（オプション）（時間修正）

HRMOS ジンジャー勤怠

（2023年10月時点）

（オプション）

200円／人200円／人 300円／人 300円／人

社内の見える化
社内のスケジュール管理や情報共有はサイボウズ

（https://cybozu.co.jp）を使用し、それぞれの職員の業務内
容の見える化や情報の一元化が出来るようになりました。ま
たラインワークス（https://line-works.com）ではチャット機
能も利用することで、社員間のコミュニケーションが活発に
できるようになりました。

工事管理の見える化をしました。導入により現場、事務所事
務員、経理担当がそれぞれ入力をしていた情報を、営業担当
者が入力をすることで完結するようになり、業務の各段階
の効率化を図ることができました。また現場においては
「ダンドリワーク」（施工管理アプリならダンドリワーク｜
建築現場で使える施工・現場管理の役立つ機能が充実！ 
(dandori-work.com)）を導入しました。これは現場の施工現
場に必要な図面や資料を一元化できたり、現場での進捗を
みることができるので、現場に行かなくても情報を共有する
ことができます。また、この仕組みがそれぞれに動くのでは
なく、案件管理の「建て役者」、施工管理の「ダンドリワーク」
またコミュニケーションツールの「ラインワークス」を連携
させ、情報の一元化と情報共有をすることができ、業務の
見える化と効率化を図ることができました。


